























































３） SHUK YING HO and ALEX RICHARDSON, ”TRUST AND DISTRUST IN OPEN SOURCE














(deterence-based trust)・知識や計算に基づく信頼 (knowledge-based trust)・アイ







４） Amy C. Edmondson, TEAMING: How Organizations Learn, Innovate, and Compete in the
Knowledge Economy, Jossey-Bass, 2012, pp. 118-119. エイミー・C・エドモンドソン（著），
Amy C. Edmondson（著），野津智子（翻訳）『チームが機能するとはどういうことか』英治
出版，２０１４年，１５４～１５５頁
５） Lander, Maria Cristina１，Purvis, Russell L., McCray, Gordon E. and Leigh, William , “Trust-
building mechanisms utilized in outsourced IS development projects: a case study”, Information &
Management. Mar 2004, Vol. 41 Issue 4, pp. 509-528.
６） DANIEL J. MCALLISTER, “AFFECT- AND COGNITION-BASED TRUST AS
FOUNDATIONS FOR INTERPERSONAL COOPERATION IN ORGANIZATIONS”, Academy
of Management Journal, Vol. 38,, No. 1, pp. 25-26 認知的信頼に属するであろう能力，業績
といった明確に把握できる事柄に基づいて醸成される信頼であり，感情的信頼とは人々の間
に存在する価値観など目に見えないものに基づいた感情的な信頼のことを指している。
SHUK YING HO and ALEX RICHARDSON, “TRUST AND DISTRUST IN OPEN SOURCE






















































（出所） “Dru Lavigne talks about FreeBSD”, written by Bill Toulas on July 2, 2012. Posted in
interviews on Unixmem (http://www.unixmen.com/dru-lavigne-talks-freebsd-interview/)
を基に作成。
７） 拙稿「情報システム構築のための協働体制」十川廣國編著『経営学イノベーション③経営


































































泳社，２００７年，５７頁。Chesbrough, Henry William., Open business models : how to thrive in the




Oracle は MySQL, GlassFish, Java, Linux, PHP, Apache, Eclipse, Berkeley DB,








が成功を収めている。例えば Google 社の Android がそうである。Android 自
体はオープンソースであるが，Google 社は Android を通じて多くの収益を上
げている１１）。オープンソースの Android は誰もが無料でダウンロード可能とな
っており，Android の開発そのものからは直接的な利益は上げていないが，
「Maps」「Gmail」「Google Play」など Google の公式アプリは含まれていない。
特に多くのアプリを入手・購入できるオンラインストア「Google Play」が実
装されていない Android は機能的に不完全であり，Google Play の利用があっ
てこそ，Android を活用することができる。Google 社は Android 自体からは直









１１）“Google がオープンソースの Android から利益を生み出すカラクリとは？”
http://gigazine.net/news/20140124-google-android−profit/の 2013/01/25 12:35追記
「The Guardian が Google から明示された情報によると，GMS ライセンスを取得すること
自体に費用はかからないが，取得のためのテストに費用がかかるとのことです。製造メーカ
ーは，テストを行う Foxconn や Archos にテスト料を支払うことになっています。」（参照
２０１３年１月２５日）





























IBM は顧客から学ぶという目的で FOAK (First-Of-A-Kind) プログラムを通
１３） 米スタンフォード大学が１９６８年に行われたマウス利用のデモンストレーションに関して
































１４） “Learn about Connect + Develop, Current Product Development Needs, Open Innovation
Partnerships - P&G Connect + Develop” http://www.pgconnectdevelop.com/home/home3.html には
多くの事例が掲載され，また協力相手を広く公募している。（参照２０１４年７月２４日）
社会イノベーション研究
― ―３２
ウェア開発のように同一も目的が設定されていない中で，目的自体も探ること
を必要とする側面を持つオープンイノベーションでは定式的な技法を見つける
ことは難しい可能性はあるが，オープンソースソフトウェア開発体制のエッセ
ンスと比較可能な部分と比較可能な方策などを実態調査することにより，ソフ
トウェアにとどまらず，より一般的なオープンな開発を考察していくことが必
要と考えている。
１５）“オープンイノベーション情報メディア『cotas』”http://cotas.jp/（参照２０１４年７月１８日）
創発的組織と協働要因－オープンな開発とは－
― ―３３
